
年間授業計画　新様式

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 4 学年 Ａ Ｂ 組

使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

定期考査 答案返却
2

新編『 言語文化』大修館書店

思 態
配当
時数

１

学

期

表現を味わう
【知識・技能】
・我が国の言語文化への理解につ
ながる読書の意義と効用について
理解を深められる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現の
特色について評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・読書に興味をもち、登場人物の
人間関係や印象的な言葉などを意
識しながら作品を味わおうとして
いる。

『一瞬の風になれ』
・登場人物の人間関係や心情と言
葉の関係
・メタファー
・情景と心情の表し方。

〇

【知識・技能】
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
［(2)カ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・読書に興味をもち、登場人物の人間関係や
印象的な言葉などを意識しながら作品を味わ
おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

〇 〇 〇 10

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の言語文化を継承するものとして、適
切かつ効果的に表現する能力を身につけるよ
うにする。

言語感覚を磨き、思考力や想像力を向上し、
表現の基本を身に着けるようにする。

進んで表現することによって国語の向上や社
会生活の充実を図る態度を養う。

国　語

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにす
る。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

 科目:国　語 言語文化
国　語 言語文化 2

対象学年組： 組 ～

高等学校 令和 7 年度 4 学年用  教科:



〇 〇 〇

２

学

期

〇 〇 〇

詩歌の調べ

【知識・技能】
・詩歌に親しみ、理解するために
必要な文語のきまりや訓読のきま
り、詩歌の形式、古典特有の表現
などについて理解できる。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の
体験や思いが効果的に伝わるよ
う、文章の種類、構成、展開や、
文体、描写、語句などの表現のし
かたを工夫できる。
・「読むこと」において、作品や
文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方をとらえ、内容を解
釈できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・四季の詩歌を読むことに興味を
もち、詩の形式や表現の特徴を意
識しながら、情景や心情を味わお
うとしている。

春のうた／夏のうた／秋のうた／
冬のうた

・それぞれの作品に描かれている
情景や心情を読み取る。
・詩歌の形式や表現の特徴につい
て理解を深める。
・メタファー

【知識・技能】
・詩歌に親しみ、理解するために必要な文語
のきまりや訓読のきまり、詩歌の形式、古典
特有の表現などについて理解している。
［(2)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の体験や思い
が効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、
展開や、文体、描写、語句などの表現のしか
たを工夫している。［Ａ(1)イ］
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・四季の詩歌を読むことに興味をもち、詩の
形式や表現の特徴を意識しながら、情景や心
情を味わおうとしている。

〇 12

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。［(1)イ］
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
［(2)カ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方を捉え、
内容を解釈している。［Ｂ(1)イ］
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をと
おして他者や社会に意欲的に関わろうとして
いる。

定期考査 答案返却

12

2

物語を受け継ぐ
【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常
用漢字を書き、文や文章の中で使
うことができる。
・我が国の言語文化への理解につ
ながる読書の意義と効用について
理解を深められる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や
文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈
できる。
・「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現の
特色について評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深
め、言葉をとおして他者や社会に
意欲的に関わろうとしている。

羅生門
◆参考『今昔物語集』巻第二九第
一八

・小説の構成をとらえ、登場人物
の心情の変化を読み取る。
・元になった古典作品との比較を
ふまえて、内容の解釈を深める。

〇

定期考査 答案返却
2

１

学

期



合計

70

14

ことばと生きる
【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成
されることを理解できる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現の
特色について評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、場面の様子
や人物の心情を想像したり文章表
現を味わったりしようとしてい
る。

『祖母が笑うということ』

・叙述をもとに、場面の様子や人
物の心情を想像しながら読む。
・文章の展開のしかたや表現のし
かたに着目し、文章表現を味わ
う。

『ことばは光』
・筆者の経験や、ものの見方、考
え方を的確に読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自
分の経験を振り返り、考えを深め
る。

【知識・技能】
・文章の意味は、文脈の中で形成されること
を理解している。［(1)エ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、場面の様子や人物の心
情を想像したり文章表現を味わったりしよう
としている。

〇 〇 〇 〇
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学
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定期考査 答案返却

定期考査 答案返却
2

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまり、古典特有の表現な
どについて理解している。［(2)ウ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の行動や場面
の展開、和歌に表れた心情を読み取ろうとし
ている。 〇 〇 〇 12

物語の広がり

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
り、古典特有の表現などについて
理解できる。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に
捉えられる。
・「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方、表現の
特色について評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、登場人物の
行動や場面の展開、和歌に表れた
心情を読み取ろうとしている。

伊勢物語　芥川／筒井筒／あづま
下り

・登場人物の行動や場面の展開を
正確に把握する。
・和歌に表れた心情を読み取り、
本文の中で和歌が果たしている役
割を考える。

〇

３

学

期


